









造 形 創 造 方 法 論
デザインの基礎的訓練 としての 一









しかしながら,こ こに諸外国の造形創造の方法を見 るに,非 常に各民族の特色が出てい
るのを発見するのである。
即ち,ド イツのウルム造形大学,ス イスのチュー リッヒ美術学校,ア メ リカのイリノイ























彼の,真 の芸術 とは 「民衆によって,民 衆のために作られ,作 る者と使 う者とにとっ







り方は,グ ラフィックに,ク ラフトに大いに影響を与えた。 彼等は,『自然の美』をたた
え,「百合の茎を偲ばす長い感覚的な曲線,昆 虫の触角,花 のしべ,あ るいは時としては
焔,そんな曲線が波を打ち,流れて行って互に絡まりつつ,手 当り次第あらゆるものの表
面の隅から芽をふき,全面をほしいままに覆 っている」といわれるこの様式は,自然物の
便化の方法を教え,ガ ラス器具等に自然美を導入させ,ク ラフトの一つの方向を示 した・















建築家テォ ドール ・フィ"1シャー(Fischer.Th.)が,その第1回 年次総会の開会の挨拶
で述べた 「道具と機械との間に,決 まった境界線は存 しない。機械をマスターし,それを
道具としてしまえば,高 い水準の品物は,道具ででも,また機械ででも作 られる。製品を
悪 くするのは,機 城そのもののせいでな くて,われわれに機賊を正 しく使 う能力がないか
らである。」の言葉は,近 代デザインの方向を次第に具体化 して行 くものであった。 しか
し,ここに1914年ケルンにおけるヴェルクブントの年次総会で 厂今や機賊芸術は,手工芸
と並んで一つの芸術的表現の手段として認められるにいたったが,将来はそのいずれに重
点がおかるべきなのか」の聞題が提示 されここに2つ の議論が闘かわされた。ヘルマン ・
ムテジュウスの規格化(テイヒ゜ ジール ング)論と,ヴ ァン・デ ・ヴエルデ(VandeVelde)
の個性主義論である。即ち,ム ッテジュウスは 「建築家及びヴエ)Vクブントの活動の全域
は規格化に向う。それらのものが,か って調和のとれた文明の時代に有 していたような,
普遍的な重要性を再び持 とうというならば,そ れは規格化によってのみ可能となる。 カ
を結集する有効な手段としての規格化によってのみ一般に支持 されかつ信頼の出来る趣眛
がもたらされるの で あ る。」 この主張は ドイッチェ・ヴェルクシュテッテン(Deutsche
Werksttaten)によって1910年「型家具」(Typenmobel)と呼ばれるユニ ット家具の創造
につながるのである。 これに対 し,ヴ ァン ・デ ・ヴェルデは,「ヴェルクブン トの中に
も,芸術家のいる間は,彼等はいかなる規範を示されても,ま たどんな規格化を勧められ
ても,それに反対するだろう。 芸術家というものは,本 質的に,『心底から,熱烈な個人
主義老であ り,自律的な創作家なのである。 芸術家は,決 してみずからの意志で,標 準








したが って,空 間の本質をとらえるためには,人 は外から眺めるのではなく,自己を空間
の中に投入 しなければならない。だから立体派は,ル ネッサンス以来の遠近図法即ち一つ
の視点からの透視とは絶縁 したのである。立体派は沢山の視点から対象を見 るの で あっ
て,絶対的な権威をもつ視点は存在しない。こうして対象を解析 しながら立体派において






マテリアルー 紙屑 ・ガラス ・砂等によって強調され,触 覚が与えられ,つ いには強烈な













































を熟知していなければならない。」結論として 「バ ウハウスの答弁は,要 するに,次 のよ




















この様にバウハウスにおいては,ア ール ・ヌーボーのとりあげた 「自然美」を基調とす
る思潮と,セゼツションをとりあげ,立 体派がとりあげた立体的合理的構成美,即 ち 「機
械美」へと目指す思潮とが,う まく合成されたものであった。
第7項 機能主義的考え
1892年のシカゴの建築家ルイス ・サリヴアン(SullivanH.L・)によって 言われた 「形
態は機能に従う」(FormFollowsFunction)との言葉は,最初の機能主義論としてとらえ
られている。又 ミース ・ファンデルローエは 「機能にしたがってプランをつ くるやり方で
な く,ど んな機能をもってきても困らないような融通性のあるプランをつ くるべきだ。」









るような基礎の上に 再建 されなければならぬ。'そして新 しい意味を創造するための道具
は,実存哲学なのである。」といっている。 それは自然の中に存在する秩序を数学的な方
法で発見することであった。
ル ・コJLビジュエやポアンカレが 「秩序」を純粋に知性の産物だとしたのに対 し,ウイ
ノレソンは,知性を超えたところに 「秩序の感覚」があるとした。そして,秩序は単なる秩
序であってはならず,生 の躍動をもった秩序,渾 沌を内包した秩序を求めている。,
ミューラー ・ブロック・マン(JosephMullerBrockman)の一連の数学的な秩 序 的作
品・マ ヅクスビルの或る種の作品,マ ックス ・フーバー(MaxHuber1919～),.カルノレ
.ゲルス トナ_,オ ッ・トー アイヒャー(OttoAicher1922～)等の作品は広い意味で
のこれらのは傾向にあると思われる。
又,こ れらの方向とは異ってはいるが,r一 マス ・マル ドナー ド(TomFsMaldonado
1922～)のrデザインの方法論』は,矢張 り我々が注目しなければならぬ問題であろう。
第9項 科学的認識の発展としての 「三段階的構造」

















イン形成のエvメ ントや,プ リンシプルは文法であり骨格,筋 肉である。
次に,そ の個々のデザインを臨床的に行う必要がある。ここに述べんとするデザインの
分野は,ビ ジュアル ・デザイン,テ キスタイル ・デザイン,プ ロダクト・デザインの3分
野に極限したいと思 う。


















造形創造ということは,我々の5感(視 覚,聴覚,味 覚,嗅 覚,触覚)と,頭 脳とが互
に作用し,造形創造のエネルギーとなって誕生 し,それが肉体(手,足,etc)を通 じて
表現されるものである。






これをさらに,別 な見方をすれば,5感 で代表される感覚と,頭 脳で代表される知性














又,これ らの方法を推進 し,ジテヤッタと 〃ほくそ笑む心・"をもった人々が現代を推進
する第一人者であろうと思 う。
第3節 心 理 学
デザインと心理学との関係は,切 っても切れない関係にある。
しかし,造形創造に関するものとしては,ゲ シュタル ト心理 学(GestaltPsychology)
が大 きくクロ・一ズアップされて来た。





















W.1887～)は問題を解 く正 しい 「見通し」をもった行動は,そ の当面している 「問題的
事態」の仕組み,構造をよ く観察するところから生れて くるといっている。
それには,こ の 「問題的事態」では,解決の邪魔をしているものは何か,と いうことを
見きわめることが大切である。
その邪魔物は何か,ど こにギヤップがあるかということがよく見きわめられれば,そ の






















らアプ ローチ(接近)し て解決が出来なければ,別 の方の道から攻めることを老えるのが
大切である。即ち,問題の仕組みを見直すことである。ところが,知能の低いものや経験





















































.2.その間題 と関係はあるが,広 い題目で与えられる。 その題目だけでは,本来の問題
がわからぬようにする。
という点がちがっている。'
その他に 「焦点法」「カタログ法」などといわれ る方法 もある。
第9項 深層心理の心象を描 く
我々の心には幾層にも意識の層が重なりあって覆っ、ている。この意識の層を一枚つつは












考えている姿は,わが くにでは,何 もせずにボンヤリと空 とか,天井とか,窓外を見てい
るか,音 楽を聞いてボンヤ リとしている情景であると考えられて来た。














第1項 与えられた矩形を5本 の垂直,水 平の線によって分割せよ
この様な場合,す ぐさま感覚的に5本の線を用いて分割するようなことをせずに,先づ
1本の線でもって垂直と,水平の線で最も美しい分割を行い,この次にその各々を同じく
















































であるという考え方に立 っているようである。 ドイツのウルム造形大学や}マ ックスビ
ル,ト ーマス ・マル ドナード,スイスの ミsラ ー ・ブロックマン等はこの方法で作品の
,;
創 造 展 開を 行 って い る。
第4節 新 しい 視 覚 よ りの造 形 創 造 法.
ニ ュ ー ラ ン ドス ケ ーフ゜ (NewLandscape)
この探 求 方 法 は,私 達 は,私 達 が デ ザ イ ン以 外 の科 学 写 真,例 え ば,航 空写 真,顕 微 鏡
写 真,レ ン トゲ ン写 真,万 華鏡,物 理 写 真,医 学 写 真,原 子 写真,化 学 実 験 の写 真,生
物,植 物,鉱 物 写 真 等 の 中 か ら思 わな い美 し さを発 見 す る こ とが あ る ので,広 い 視野 に立
って,新 しい視 覚 か ら,あ らゆ る現 象 の中 に デザ ィ ンソ ー スを 発 見 しよ うとす る方 法 で あ
る。
この 分 野 もデザ イ ン的 な 眼 で見 るな らば,ま だ ま だ未 開発 な 多 く・の造 形 の発 見 が な され
る可 能 性 を 含ん で い る。
一 未 稿 一
(後記 。 方 法 論 を具体 的 に各 分 野 に わ た って逐 次 追 究 して ゆ く予定 で あ った が,そ の序
論 と もい うべ き一般 論 が終 ったば か りで 予定 の 枚 数 が 来 て し ま ったの で 筆 を お き た い。
私 が述 べ たい と思 って い た ことが,そ の 一 部 しか書 けな か っ た事 を 了 と して い た だ き た
い。 大 方 の 御 叱 正 をお 受 け したい と思 い ます 。)
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